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　今回の水産コラムは「チダイ」です。マダイによく似た魚ですが、

エラの縁に血がにじんだような赤い部分があるのが特徴です。そして

これが名前の由来でもあります。マダイは1ｍ近くまで大きくなるもの

がいる一方、チダイは大きくても40㎝程度と大きさの違いもあります。

　秋の産卵期に向けて栄養を蓄える春から夏が旬で、5月ごろからおい

しくなるといわれています。この時期からマダイが旬を過ぎて痩せて

しまうので、これから旬を迎えるチダイがかわりに好まれるそうです。

マダイに比べて価格も安いため、おすすめの魚です。

　味もマダイに似ていて、刺し身、塩焼き、煮つけなど、さまざまな

料理に使うことができます。

目次 /今月の表紙 /水産コラム 

入園・入学式

令和 5年度予算

役場の職員（一般職）配置と新規採用職
員の紹介

住宅リフォーム補助金募集

木造住宅の耐震化補助制度、解体工事補
助制度について

狂犬病予防注射と犬の正しい飼い方につ
いて

東紀州広域ごみ処理施設整備基本計画策
定のおしらせ / 令和 5 年度脳ドック検診
のおしらせ

危機管理課からのおしらせ

紀北町会計年度任用職員募集 / 紀北町行
政報告会開催のおしらせ
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広報きほく 5月号

C O N T E N T S

水産コラム F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 F r o n t  c o v e r  

チダイ
335vol.vol.

広報きほく5 月号 ～ Content s ～

潮南中学校で入学式が行われました。35名の新入生

は制服に身を包み、学校生活をスタートさせました。

入学式
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　令和５年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。　令和５年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。

東小学校

赤羽中学校

船津小学校

紀伊長島幼稚園

潮南中学校
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①「
安
全
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

安
全
・
安
心
を
「
守
り
・
高
め
る
」

と
し
て
、
矢
口
漁
港
海
岸
保
全
施
設

の
堤
防
な
ど
の
整
備
、
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
い
た
ト
ン
ネ
ル
・
橋

り
ょ
う
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
汐
ノ
津
呂

排
水
機
場
整
備
工
事
、
山
本
排
水
機

場
の
更
新
・
整
備
の
ほ
か
、
地
震
・

台
風
対
策
と
し
て
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
貼
付
へ
の
助
成
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

②「
健
康
」
の
ま
ち
づ
く
り　

　

健
や
か
な
暮
ら
し
を
「
支
え
・
広

げ
る
」
と
し
て
、
健
康
保
持
や
体
力

維
持
を
図
る
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、「
ち
ょ
っ
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
ず
っ
と
健
康
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
さ
ら
な
る
普
及
を
は

じ
め
、
引
き
続
き
国
保
特
定
健
診
お

よ
び
五
大
が
ん
の
検
診
の
無
料
化
を

実
施
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

産
婦
健
診
の
無
料
化
の
ほ
か
、
新
た

に
新
生
児
の
聴
覚
検
査
の
費
用
へ
の

助
成
を
実
施
し
ま
す
。
紀
北
健
康
セ

ン
タ
ー
は
、
利
用
の
促
進
や
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
、
運
動
機

会
の
確
保
を
支
援
し
、
運
動
習
慣
の

定
着
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
住
民
の

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

③「
活
力
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
を
「
生

か
し
・
創
る
」
と
し
て
、
紀
北
町
の

伝
統
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

の
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
る
施
策
と

し
て
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
の
推
進
、
日
本
農

業
遺
産
で
あ
る
「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
」
の

マ
ー
ク
が
商
標
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

生
か
し
た
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
の
新
た
な

活
用
や
販
路
拡
大
、
水
産
資
源
の
増

殖
を
図
る
種
苗
放
流
、
ア
ワ
ビ
・
伊

勢
エ
ビ
の
生
息
場
確
保
の
た
め
の
藻

場
造
成
な
ど
、
漁
業
者
の
意
欲
向
上

に
資
す
る
沿
岸
漁
場
の
再
生
・
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
の

祭
り
や
各
地
域
で
催
さ
れ
て
い
る

「
市
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
へ
の
支

援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
農

林
水
産
業
と
連
携
し
た
体
験
型
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
充
実
を
図
り
、
他
地
域
の
方
々

と
の
交
流
の
拡
大
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
通
じ
た
町
の
Ｐ
Ｒ
、
農
林
水
産
物

の
消
費
拡
大
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

定
住
・
移
住
対
策
の
推
進
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
支
援
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
な
ど
定
住
・

移
住
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

④「
学
び
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

未
来
の
創
り
手
を
「
つ
な
ぎ
・
育
む
」

と
し
て
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育

て
に
関
わ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
な

ど
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
へ

の
情
報
の
提
供
、
放
課
後
児
童
対
策
、

ひ
と
り
親
家
庭
・
障
が
い
児
を
持
つ

家
庭
な
ど
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
未

就
学
児
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
医
療

費
の
窓
口
無
料
化
、
保
育
所
の
副
食

費
無
料
化
、
幼
稚
園
の
給
食
費
と
第

３
子
以
降
の
小
・
中
学
校
給
食
費
の

無
料
化
、
小
学
校
入
学
対
象
者
へ
の

学
用
品
の
支
給
に
加
え
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
支
援
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
引
き
続
き
進
め
、
さ

ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応
と
し
て
「
英
語
教
育
の
充
実
」

を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
４
人
体
制
を

継
続
し
、
英
語
教
材
の
整
備
や
教
員

の
研
修
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
英
語
検
定
の
受
験
に
対
す
る
支

援
な
ど
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
児
童
・
生
徒
の
主
体
的
な

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
学
校
・

家
庭
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
e
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ド
バ
ン
ス
」
に
よ
り
、
習

熟
度
に
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
実

践
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
学
習
・
農

林
水
産
業
と
連
携
し
た
体
験
学
習
の

充
実
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

よ
り
地
元
食
材
を
生
か
し
た
給
食
の

提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
通
し
た

健
全
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

令和５年度予算令和５年度予算

総額106億 227万円総額106億 227万円
　令和 5年度は、平成 29年度にスタートしました「紀北町第 2次総合計画基本計画」の将来像である、「みんなが元気！

紀北町～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～」の実現を目指して展開してきた施策を継承するとともに、

後期 5年間のまちづくりにおいて設定した四つの重点プロジェクトを中心として、関連する施策・事業の重点的な推進

を図るための予算編成となっています。

プ
ラ
ス
・
テ
ン

四
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、
歳
入
総
額
の
12
・
２
％
を
占

め
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
２
％
減
の

12
億
９
，
１
０
５
万
４
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
41
・

１
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普
通
交

付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要
因
に

対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
９
％
減
の

43
億
５
，
４
６
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
９
・
９
％
を
占
め
、
合
併

特
例
事
業
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
10
億
５
，
４
６
０
万
円
の
借
り
入

れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
汐
ノ
津
呂

排
水
機
場
整
備
事
業
に
係
る
「
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
」
の
増

加
が
大
き
く
影
響
し
、
前
年
度
に
比

べ
20
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
７
・
１
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
な
ど
の
増

額
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
８
％

増
の
７
億
４
，
９
０
７
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
５
・
５
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
林
道
改
良
事
業
費
補

助
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
１
・
３
％
増
の
５
億
８
，
３

７
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

26
・
３
％
増
の
25
億
６
，
９
２
０
万

５
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
７
・
１
％
増
の
１
０
６

億
２
２
６
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
「
性
質
別
経
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の

報
酬
、
町
長
や
役
場
の
職
員
の
給
与

お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
８
％

減
の
19
億
７
，
１
８
８
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
、
子

ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
で
透
析
を
受
け

て
い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・

準
要
保
護
児
童
へ
の
就
学
援
助
、
児

童
手
当
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
０

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

その他（依存）
516,401 千円
4.9%

その他の経費
4,552,662 千円
42.9%

その他の経費
4,552,662 千円
42.9%

投資的経費
1,450,732 千円
13.7%

投資的経費
1,450,732 千円
13.7%

補助費等
1,163,278 千円

11.0%

補助費等
1,163,278 千円

11.0%

人件費
1,971,883 千円
18.6%

人件費
1,971,883 千円
18.6%

物件費
1,948,884 千円

18.4%

物件費
1,948,884 千円

18.4%

繰出金
1,117,204 千円
10.5%

繰出金
1,117,204 千円
10.5%

扶助費
1,189,829 千円
11.2%

扶助費
1,189,829 千円
11.2%

義務的経費
4,598,872 千円
43.4%

義務的経費
4,598,872 千円
43.4%

普通建設事業費
1,450,732 千円
13.7%

普通建設事業費
1,450,732 千円
13.7%

公債費
1,437,160 千円
13.6%

公債費
1,437,160 千円
13.6%

議会費
92,108 千円
0.9%

その他
323,296 千円
3.0%

商工費
316,337 千円
3.0%

歳  

出

公債費
1,437,160 千円
13.6%

公債費
1,437,160 千円
13.6%

教育費
1,070,465 千円
10.1%

教育費
1,070,465 千円
10.1%

消防費
1,118,269 千円
10.5%

消防費
1,118,269 千円
10.5%

土木費
676,976 千円
6.4%

土木費
676,976 千円
6.4%

総務費
1,498,924 千円
14.1%

総務費
1,498,924 千円
14.1%

民生費
2,685,073 千円
25.3%

民生費
2,685,073 千円
25.3%

衛生費
1,120,864 千円
10.6%

衛生費
1,120,864 千円
10.6%農林水産業費

576,090 千円
5.4%

農林水産業費
576,090 千円
5.4%

県支出金
583,735 千円
5.5%

県支出金
583,735 千円
5.5%国庫支出金

749,072 千円
7.1%

国庫支出金
749,072 千円
7.1%

町債
1,054,600 千円

9.9%

町債
1,054,600 千円

9.9%

地方交付税
4,354,600 千円
41.1%

地方交付税
4,354,600 千円
41.1%

依存財源
7,258,408 千円
68.5%

依存財源
7,258,408 千円
68.5%

自主財源
3,343,858 千円
31.5%

自主財源
3,343,858 千円
31.5%

町税
1,291,054 千円
12.2%

町税
1,291,054 千円
12.2%

その他（自主）
2,052,804 千円
19.3%

その他（自主）
2,052,804 千円
19.3%

予備費
10,000 千円
0.1%

歳  

入

※構成比は表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合があります。
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・
２
％
減
の
11
億
８
，
９
８
２
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
あ
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
の
元
金
・
利
子
と
も
に
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
１
・
２
％

増
の
14
億
３
，
７
１
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
共
施
設

の
整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
、
汐

ノ
津
呂
排
水
機
場
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
27
・
３
％
増
の

14
億
５
，
０
７
３
万
２
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
14
・
０
％
増
の
19
億
４
，
８
８
８

万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
各
種
団
体
へ
の
助

成
金
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
９
・
０
％

増
の
11
億
６
，
３
２
７
万
８
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
に
対

す
る
繰
出
金
お
よ
び
紀
北
広
域
連
合

運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
４
％
減
の
11
億
１
，
７
２
０

万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
積
立
金
、
維
持
補
修
費
、

貸
付
金
な
ど
前
年
度
と
比
べ
27
・

９
％
増
の
３
億
２
，
３
２
９
万
６
千

円
を
計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総

額
と
同
額
の
１
０
６
億
２
２
６
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

43
・
４
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

費
の
投
資
的
経
費
は
13
・
７
％
、
そ

の
他
の
経
費
が
42
・
９
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

で
、
紀
北
町
で
は
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
該
当
し
、
特
別
会
計
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
14
・
８
％
減
の
24

億
８
８
１
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
一
般
の
会
社

と
同
じ
よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ

の
経
費
を
賄
う
「
独
立
採
算
」
を
原

則
と
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
水

道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
を
合
算
し
た

予
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
４
・
５
％

増
の
６
億
４
，
５
２
０
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い

る
地
方
債
の
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５

３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
令
和
５
年

度
末
で
は
１
１
８
億
４
，
２
１
９
万

円
と
な
り
、
27
億
６
，
２
３
４
万
３

千
円
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で
す
。

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負
担

を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当

面
は
現
在
の
水
準
の
維
持
を
図
り
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

基
金
は
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も

の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
災
害
復
旧
や

そ
の
他
財
源
が
不
足
し
た
と
き
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
や
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
町
の
借
金
に
あ
た

る
地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
の
た
め

の
減
債
基
金
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
使
用
す
る
特
定
目
的
基
金
が
あ
り

ま
す
。

　

全
体
の
基
金
残
高
は
、
合
併
年
度

の
平
成
17
年
度
末
に
は
10
億
５
，
８

５
３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
令
和
５

年
度
末
で
は
42
億
６
，
１
８
７
万
２

千
円
と
な
り
、
32
億
３
３
３
万
９
千

円
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
基
金
に

つ
い
て
は
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
効
果
的
な
活
用
と

適
正
な
規
模
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課　

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

会計別予算

区　　　分

一　般　会　計

特　別　会　計

国民健康保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療

水　道　事　業　会　計

合　　　　　計

7.1

△14.8

△20.2

△6.4

0.2

4.5

2.3

698,611

△419,596

△408,376

△12,158

938

27,980

306,995

10,602,266

2,408,816

1,609,362

178,487

620,967

645,207

13,656,289

9,903,655

2,828,412

2,017,738

190,645

620,029

617,227

13,349,294

R５年度 R４年度 比較 増減率（％）

●令和５年度会計別予算（当初予算比較）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額です。

（単位：千円）

後期高齢者
医療特別会計
620,967 千円 
4.6%

介護サービス
事業特別会計
178,487 千円 
1.3%

令和5年度予算総額
136 億5,629 万円
令和5年度予算総額
136 億5,629 万円

水道事業会計
645,207 千円
4.7%

国民健康保険事業
特別会計

1,609,362 千円
11.8%

国民健康保険事業
特別会計

1,609,362 千円
11.8%

一　般　会　計
10,602,266 千円

 77.6%

一　般　会　計
10,602,266 千円

 77.6%
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年 度 末 残 高

H17年 度末比較

14,604,533 12,594,998

△2,009,535

12,189,864

△2,414,669

11,842,190

△2,762,343

H17年度末
（合併年度）

R３年度末
（決算額）

R４年度末
（見込額）

R５年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※R４年度末とR５年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

※R４年度末とR５年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における基金残高の推移

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合　計

H17年 度 末 比 較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

1,589,564

1,233,422

2,995,567

5,818,553

4,760,020

1,442,577

1,133,808

2,993,202

5,569,587

4,511,054

894,229

633,974

2,733,669

4,261,872

3,203,339

H17年度末
（合併年度）

R３年度末
（決算額）

R４年度末
（見込額）

R５年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

特定目的基金

減債基金

財政調整基金

億円

億円

160

140

120

100

80

60

40

20

0

70

60

50

40

30

20

10

0

令和2年度 令和3年度 令和4年度
（見込額）

令和5年度
（見込額）

平成17年度 令和元年度

令和2年度 令和3年度 令和4年度
（見込額）

令和5年度
（見込額）

平成17年度 令和元年度

土地開発基金

一般会計における地方債残高の推移
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本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

上
野
隆
志
（
事
務
局
長
）
宮
原
優
（
次

長
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

○
総
務
課
（
11
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
井

谷
香
穂
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
松
井
務
（
係
長
）
五
味

祐
汰
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
井
上
貴
義
（
係
長
）

▽
課
付
：
西
村
瑛
莉
・
北
村
彩
華
・

濱
口
進
治

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
近
藤
大

志
（
課
長
・
事
務
局
長
）

○
財
政
課
（
７
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
中
井
崇
（
課

長
補
佐
）

▽
財
政
係
：
岡
村
賢
二
（
主
幹
）
星

野
果
鈴
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
主
幹
）
宮

本
剛
秀
（
係
長
）
植
地
俊
文
（
再
任
用
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）

▽
防
災
対
策
係
：
寺
浦
圭
（
主
幹
）

中
村
龍
司
（
主
任
：
消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
中
村

仁
郎
（
係
長
）
松
永
耕
（
主
事
）

○
企
画
課
（
11
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
鶴
田
博
樹
（
課
長

補
佐
）

▽
企
画
係
：
藤
原
純
一
（
主
幹
）
長

井
一
晃
（
主
任
）
脇
俊
明
（
再
任
用
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
中
野
洋

二
（
主
幹
）
植
村
和
将
（
主
査
）

▽
広
報
係
：
東
有
加
（
係
長
）
植
村

元
紀
（
主
査
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
前
田
幸
恵
（
主
事
）

中
野
竜
希
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

玉
津
裕
一
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
課

税
担
当
副
参
事
）

▽
課
税
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）
野

間
宏
哉
（
主
任
）
川
村
辰
徳
（
主
任
）

▽
徴
収
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
野

中
周
（
主
任
）
中
野
志
音
（
主
事
）

▽
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
（
派

遣
）：
川
端
啓
太
（
主
事
）

○
住
民
課
（
11
名
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
中
野
律
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）

西
村
京
祐（
主
事
）中
世
古
吏
佐
子（
主

事
）
仲
村
僚
真
（
主
事
）
濵
田
ま
み
（
再

任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

中
村
大
輔
（
主
任
）
中
子
尚
（
主
任
）

中
村
吉
伸
（
再
任
用
）

○
環
境
管
理
課
（
27
名
）

垣
内
洋
人
（
課
長
）
樋
口
淳
也
（
環

境
施
設
担
当
課
長
補
佐
）

▽
環
境
管
理
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）水
谷
誠
志（
主
任
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

民
部
享
（
主
任
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

上
村
健
一
（
係
長
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
樋
口

貴
弘
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任

技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
東
聡
（
再
任
用
）

福
屋
広
充
（
再
任
用
）
別
當
義
久
（
再

任
用
）
疇
地
昭
広
（
再
任
用
）
宮
地

浩
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
29
名
）

直
江
和
哉
（
課
長
）
東
雅
人
（
赤
羽

寮
長
兼
施
設
長
）
上
野
淑
（
福
祉
担

当
副
参
事
）

▽
地
域
福
祉
係
：
喜
多
敦
（
課
長
補
佐
）

石
倉
聡
子
（
主
任
）
大
谷
聡
志
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
奥
村

重
仁
（
主
幹
）
五
味
正
治
（
主
任
）

小
林
の
ぞ
み
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
藤
原
ま
ど
か
（
課

長
補
佐
）
岡
村
真
穂
（
主
幹
）
間
野

夏
奈
子
（
主
任
）

　

健
康
づ
く
り
担
当
：
疇
地
啓
太
（
課

長
補
佐
）
宮
原
由
佳
利
（
係
長
）
上

野
和
彦
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

南
部
紫
苑
（
主
事
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）
平

野
有
良
（
労
務
員
）
東
臣
紀
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
本
山
吉
野

（
主
幹
）
長
井
由
美
子
（
看
護
担
当
主

幹
）
山
本
瞳
（
主
査
）
倉
本
由
紀
子
（
主

任
労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）
太

田
顕
悟
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労

務
員
）
奥
田
充
子
（
再
任
用
）

○
農
林
水
産
課
（
９
名
）

高
芝
健
司
（
課
長
）

▽
農
政
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
柏

屋
大
樹
（
主
任
）
別
當
知
明
（
主
事
）

▽
林
政
係
：
奥
村
京
英
（
主
幹
）
野

澤
貴
則
（
主
任
）
西
村
悠
（
主
事
）

▽
水
産
係
：
竹
谷
嘉
真
（
主
幹
）
中

野
克
哉
（
主
任
）

本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

上
野
隆
志
（
事
務
局
長
）
宮
原
優
（
次

長
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

○
総
務
課
（
11
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
井

谷
香
穂
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
松
井
務
（
係
長
）
五
味

祐
汰
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
井
上
貴
義
（
係
長
）

▽
課
付
：
西
村
瑛
莉
・
北
村
彩
華
・

濱
口
進
治

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
近
藤
大

志
（
課
長
・
事
務
局
長
）

○
財
政
課
（
７
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
中
井
崇
（
課

長
補
佐
）

▽
財
政
係
：
岡
村
賢
二
（
主
幹
）
星

野
果
鈴
（
主
任
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
主
幹
）
宮

本
剛
秀
（
係
長
）
植
地
俊
文
（
再
任
用
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）

▽
防
災
対
策
係
：
寺
浦
圭
（
主
幹
）

中
村
龍
司
（
主
任
：
消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
中
村

仁
郎
（
係
長
）
松
永
耕
（
主
事
）

○
企
画
課
（
11
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
鶴
田
博
樹
（
課
長

補
佐
）

▽
企
画
係
：
藤
原
純
一
（
主
幹
）
長

井
一
晃
（
主
任
）
脇
俊
明
（
再
任
用
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
中
野
洋

二
（
主
幹
）
植
村
和
将
（
主
査
）

▽
広
報
係
：
東
有
加
（
係
長
）
植
村

元
紀
（
主
査
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
前
田
幸
恵
（
主
事
）

中
野
竜
希
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

玉
津
裕
一
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
課

税
担
当
副
参
事
）

▽
課
税
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）
野

間
宏
哉
（
主
任
）
川
村
辰
徳
（
主
任
）

▽
徴
収
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
野

中
周
（
主
任
）
中
野
志
音
（
主
事
）

▽
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
（
派

遣
）：
川
端
啓
太
（
主
事
）

○
住
民
課
（
11
名
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
中
野
律
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）

西
村
京
祐（
主
事
）中
世
古
吏
佐
子（
主

事
）
仲
村
僚
真
（
主
事
）
濵
田
ま
み
（
再

任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

中
村
大
輔
（
主
任
）
中
子
尚
（
主
任
）

中
村
吉
伸
（
再
任
用
）

○
環
境
管
理
課
（
27
名
）

垣
内
洋
人
（
課
長
）
樋
口
淳
也
（
環

境
施
設
担
当
課
長
補
佐
）

▽
環
境
管
理
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）水
谷
誠
志（
主
任
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

民
部
享
（
主
任
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

上
村
健
一
（
係
長
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
樋
口

貴
弘
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任

技
術
員
）
脇
明
也
（
主
任
技
術
員
）

井
谷
清
孝
（
主
任
技
術
員
）
小
家
邦

彦
（
主
任
技
術
員
）
東
聡
（
再
任
用
）

福
屋
広
充
（
再
任
用
）
別
當
義
久
（
再

任
用
）
疇
地
昭
広
（
再
任
用
）
宮
地

浩
（
再
任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
29
名
）

直
江
和
哉
（
課
長
）
東
雅
人
（
赤
羽

寮
長
兼
施
設
長
）
上
野
淑
（
福
祉
担

当
副
参
事
）

▽
地
域
福
祉
係
：
喜
多
敦
（
課
長
補
佐
）

石
倉
聡
子
（
主
任
）
大
谷
聡
志
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
奥
村

重
仁
（
主
幹
）
五
味
正
治
（
主
任
）

小
林
の
ぞ
み
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
藤
原
ま
ど
か
（
課

長
補
佐
）
岡
村
真
穂
（
主
幹
）
間
野

夏
奈
子
（
主
任
）

健
康
づ
く
り
担
当
：
疇
地
啓
太
（
課

長
補
佐
）
宮
原
由
佳
利
（
係
長
）
上

野
和
彦
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

南
部
紫
苑
（
主
事
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
西
信
子
（
主
任
労
務
員
）
平

野
有
良
（
労
務
員
）
東
臣
紀
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
本
山
吉
野

（
主
幹
）
長
井
由
美
子
（
看
護
担
当
主

幹
）
山
本
瞳
（
主
査
）
倉
本
由
紀
子
（
主

任
労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）
太

田
顕
悟
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労

務
員
）
奥
田
充
子
（
再
任
用
）

○
農
林
水
産
課
（
９
名
）

高
芝
健
司
（
課
長
）

▽
農
政
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
柏

屋
大
樹
（
主
任
）
別
當
知
明
（
主
事
）

▽
林
政
係
：
奥
村
京
英
（
主
幹
）
野

澤
貴
則
（
主
任
）
西
村
悠
（
主
事
）

▽
水
産
係
：
竹
谷
嘉
真
（
主
幹
）
中

野
克
哉
（
主
任
）

町からのおしらせ　～ Information ～

役場の職員（一般職）配置と新規採用職員の紹介役場の職員（一般職）配置と新規採用職員の紹介
　4 月１日から 3 名の職員を採用し、行政職員165 名、現業職員 37 名、会計年度任用職員 198 名（本庁 16 課 40 係、

海山総合支所 6 室 10 係）で業務を行います。

4 月１日から 3 名の職員を採用し、行政職員165 名、現業職員 37 名、会計年度任用職員 198 名（本庁 16 課 40 係、

海山総合支所 6 室 10 係）で業務を行います。
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○
商
工
観
光
課
（
７
名
）

岩
見
建
志
（
課
長
）

▽
商
工
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）
東
悠

史
（
主
任
）

▽
観
光
係
：
家
倉
尚
子
（
係
長
）
堀

内
拓
也
（
主
任
）
東
凌
真
（
主
事
）

濵
田
多
実
博
（
再
任
用
）

○
建
設
課
（
14
名
）

井
土
誠
（
課
長
）
川
口
和
志
（
課
長

補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

▽
管
理
係
：
石
倉
広
紀
（
係
長
）
山

本
聖
人
（
主
事
）
古
畑
柚
貴
（
主
事
）

大
原
薫
（
主
任
技
術
員
）

▽
地
籍
調
査
係
：
疇
地
将
徳
（
主
任
）

玉
津
武
幸
（
再
任
用
）

▽
工
務
係
：
永
井
豊
樹
（
主
幹
）
和

手
平
吉
（
係
長
）
長
井
進
（
主
任
）

出
口
拓
磨
（
主
事
）
中
村
慶
人
（
主
事
）

▽
建
築
係
：
中
村
壮
（
係
長
）

○
出
納
室
（
２
名
）

宮
本
忠
宜（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

▽
出
納
係
：
武
村
多
恵
（
主
幹
）

○
水
道
課
（
７
名
）

家
倉
義
光
（
課
長
）

▽
業
務
係
：
濵
口
智
之
（
係
長
）
堀

内
悠
（
主
事
）

▽
技
術
係
：
奥
村
邦
仁
（
主
幹
）
佐

波
大
也
（
主
任
）
尾
崎
晃
司
（
主
任

技
術
員
）
東
靖
之
（
再
任
用
）

○
学
校
教
育
課
（
12
名
）

直
江
仁
（
課
長
）

▽
学
校
教
育
係
：
東
真
美
（
課
長
補
佐
）

泉
和
彦
（
課
長
補
佐
・
学
校
指
導
主
事
）

柳
田
康
裕
（
係
長
）
井
谷
文
香
（
主
任
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
加
藤
澄
子
（
課

長
補
佐
・
園
長
）
田
島
志
保
（
係
長
・

副
園
長
）
北
浦
志
保
（
主
任
）

▽
学
校
給
食
係
：
三
鬼
文
香
（
係
長
）

橋
本
真
理
（
主
任
）
中
村
修
（
主
任

技
術
員
）
上
村
淳
（
主
任
技
術
員
）

○
生
涯
学
習
課
（
７
名
）

直
江
憲
樹
（
課
長
）

▽
社
会
教
育
係
：
宮
原
達
也
（
係
長
）

橋
倉
政
弘
（
主
任
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
森
本
太
郎
（
主

幹
）
石
倉
樹
（
主
事
）
濵
野
和
彦
（
主

任
技
術
員
）
小
川
敬
吾
（
再
任
用
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

○
総
務
室
（
４
名
）

玉
本
真
也
（
支
所
長
）
奥
村
能
行
（
室

長
兼
総
務
・
防
災
対
策
係
長
）

▽
総
務
・
防
災
対
策
係
：
奥
村
悠
磨
（
主

任
）
山
本
竜
也
（
主
事
）

○
住
民
室
（
７
名
）

徳
田
臣
生
（
室
長
兼
住
民
係
長
）

▽
税
務
係
：
細
川
宏
史
（
主
幹
）
中

村
勇
太
（
主
任
）

▽
住
民
係
：
岡
一
女
（
主
任
）
森
田

耕
司
（
再
任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）

中
井
陽
子
（
主
任
）

○
福
祉
環
境
室
（
５
名
）

山
口
恒
徳
（
室
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
橋
本
健
吾
（
係
長
）

▽
福
祉
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
主
幹
）

植
村
敏
行
（
係
長
）
北
村
慎
平
（
主
任
）

○
産
業
建
設
室
（
７
名
）

濵
田
耕
一
郎
（
室
長
兼
土
木
係
長
）

▽
産
業
振
興
係
：
芝
原
竜
太
（
主
幹
）

萩
原
光
祐
（
主
任
）
植
松
登
志
典
（
主

任
技
術
員
）
西
村
正
人
（
再
任
用
）

▽
土
木
係
：
中
村
怜
支
（
主
任
）
武

村
文
明
（
主
任
）

○
水
道
室
（
３
名
）

中
野
徹
（
室
長
兼
業
務
係
長
）

▽
業
務
係
：
川
端
剛
央
（
主
任
技
術
員
）

山
下
実
宣
（
再
任
用
）

○
教
育
室
（
５
名
）

塩
﨑
清
人
（
室
長
）

▽
教
育
係
：
鈴
木
珠
代
（
係
長
）
橋

本
あ
よ
り
（
係
長
）
中
野
勇
太
（
主
任
）

　

海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊
治
（
再
任
用
）

町からのおしらせ　～ Information ～

新規採用職員

福祉保健課

大谷 聡志 おおたに そうし
紀北町のまちづくりに貢献できるよう
頑張りますのでよろしくお願いします。

商工観光課

東 凌真 ひがし りょうま
町民の皆さまが過ごしやすい町になるよう
頑張りますので、よろしくお願いします。

農林水産課

別當 知明 べっとう ともあき
町民の皆さまのお役に立てるように一生懸
命頑張りますので、よろしくお願いします。
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町
民
の
方
が
居
住
し
て
い
る
自
己

所
有
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
町

内
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
場
合
に
、

そ
の
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

申
請
受
付
期
間

５
月
15
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、６
月
12
日
（
月
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
額　

工
事
費
の
２
分
の
１

上
限
10
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※

消
費
税
額
を
除
く

募
集
件
数　

１
０
０
件
程
度

（
予
算
額
１
千
万
円
の
範
囲
内
）

補
助
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
町
内
の
自
己
所
有
の
住
宅
に
住
所

が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

○
令
和
５
年
４
月
30
日
以
前
に
納
期

限
が
到
来
す
る
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い

○
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い

○
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い

て
、
ほ
か
の
町
補
助
金
な
ど
を
受
け

て
い
な
い

○
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
お
よ

び
同
一
世
帯
の
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

補
助
対
象
と
な
る
工
事

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
申
請
者
ご
自
身
が
所
有
し
て
お
り
、

現
住
所
地
で
あ
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
あ
る

○
補
助
金
の
交
付
決
定
以
降
に
着
手

す
る
工
事
で
、
そ
の
工
事
費
が
10
万

円
以
上
（
消
費
税
額
を
除
く
）
で
あ

る○
町
内
業
者
が
施
工
し
、
令
和
６
年

３
月
20
日
（
水
・
祝
）
ま
で
に
完
了
す

る○
下
記
の
対
象
工
事
に
該
当
す
る

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
同
意
書

③
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
令
和
５
年
度
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
の
写
し
ま
た
は

固
定
資
産
評
価
証
明
書
）

④
申
請
者
の
完
納
証
明
書

⑤
見
積
書
の
写
し
（
工
事
内
容
を
明

記
さ
れ
た
も
の
）

⑥
予
定
箇
所
の
工
事
前
の
現
場
写
真
、

図
面
な
ど

⑦
そ
の
他
必
要
な
書
類

※

①
・
②
は
本
庁
企
画
課
ま
た
は
海
山

総
合
支
所
総
務
室
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

※
③
・
④
の
評
価
証
明
書
、
完
納
証
明

書
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
海
山
総
合

支
所
住
民
室
で
取
得
で
き
ま
す
。
取

得
の
際
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

住
宅
改
修
を
10
万
円
ま
で
補
助

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
は

対象工事

対象外工事

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２

３

４
５
６
７
８

床、壁および天井の張り替えや塗装などの内装工事
建具、雨戸、網戸、畳の取り替え（張り替え、表替えおよび裏返しを含む）
屋根、外壁、雨どいおよびベランダの改修工事（軒天井、破風板および鼻隠しに係る工事を含む）
キッチン、浴室、洗面室およびトイレの工事（設備、器具は対象外）
給排水、電気およびガスの設備工事（設備本体は対象外）
手すりの設置および段差の解消（住宅内部に限る）
部屋の間仕切りの変更工事、廊下幅の拡張工事
造り付け収納家具に係る工事
その他本補助金の目的を達することができると町長が認めるもの

倉庫・車庫および庭・門・塀・ウッドデッキなどの外構工事
新築、増築および解体工事
エアコン、キッチン設備、ＩＨヒーター、ガス器具、洗面台、灯具、ユニットバス、給湯器、洗浄機能付き便
座および便器などの設備・器具
浄化槽設備の工事
シロアリ駆除およびハウスクリーニング
ほかの補助金の対象工事（対象となっていない箇所の工事は対象）
災害などにより損傷した箇所の復旧工事
その他本補助金の目的を達することができないと町長が認めるもの
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昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
化

補
助
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

※

各
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

◆
無
料
耐
震
診
断

町
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
木
造
住

宅
耐
震
診
断
講
習
会
を
修
了
し
た
建

築
の
専
門
家
が
、
無
料
で
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。
申
請
者
と
日
程
調
整

の
上
、
現
地
調
査
を
行
い
、
後
日
、

診
断
結
果
と
補
強
が
必
要
な
場
合
の

概
算
工
事
費
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

〇
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅

〇
階
数
３
階
以
下　

〇
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
を
住
宅

と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の

〇
丸
太
組
工
法
、
大
臣
認
定
工
法
な

ど
の
特
殊
な
工
法
で
な
い
も
の

対
象

住
宅
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意

を
得
た
居
住
者

◆
耐
震
改
修
設
計
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
改
修
設
計
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

改
修
設
計
費
の
３
分
の
２

上
限
18
万
円

◆
耐
震
改
修
工
事
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額

　

次
の
①
、②
、③
を
加
算
し
た
額
（
工

事
費
が
上
限
）
を
補
助
し
ま
す
。

①
国
補
助

工
事
費
の
５
分
の
２

上
限
50
万
円

②
町
・
県
補
助

工
事
費
の
３
分
の
２

上
限
50
万
円

③
町
内
建
設
業
者
が
施
工

20
万
円

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助

　

耐
震
改
修
工
事
と
同
時
に
実
施
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
補
助

し
ま
す
。

対
象
工
事

〇
住
宅
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た

も
の

〇
県
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を
有

す
る
建
設
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

〇
ほ
か
の
補
助
金
、
介
護
保
険
な
ど

に
よ
る
給
付
を
受
け
な
い
こ
と

※

門
、
塀
な
ど
の
外
構
工
事
、
容
易

に
取
り
外
し
の
で
き
る
も
の
を
設
置

す
る
工
事
は
対
象
外

補
助
金
額

工
事
費
の
３
分
の
１

上
限
20
万
円

◆
解
体
工
事
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

の
解
体
工
事
に
つ
い
て
補
助
を
行
い

ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額

工
事
費
の
23
％

上
限
20
万
７
千
円

　
　

申
請
受
付
期
間

５
月
22
日
（
月
）
〜
６
月
９
日
（
金
）

※

事
前
に
耐
震
診
断
を
受
診
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

受
付
期
間
内
に
申
請
件
数
が
募
集

件
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
６
月
19

日
（
月
）
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※

下
回
っ
た
場
合
は
先
着
順
で
随
時

募
集
と
し
ま
す
。

募
集
件
数

10
件

提
出
書
類　
　

①
補
助
金
交
付
申
請
書　

②
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

③
解
体
工
事
見
積
書

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
建
設
課　

℡（
46
）
３
１
２
０

※

申
し
込
み
は
、
本
庁
建
設
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助
制
度
、
解
体
工
事
補
助
制
度
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て
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次
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
お
送
り
し
た
通
知
は
が
き
を
持

参
の
上
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
が
な
い
場
合
で
も
注
射
は
可

能
で
す
。）

　

ま
た
、
集
合
注
射
に
都
合
が
合
わ

な
い
方
は
、
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
４
月
中
に
は
が
き
が
届
か
な
か
っ

た
方
は
、
本
庁
環
境
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
射
料
金
（
１
頭
あ
た
り
）

３
，
４
０
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
を
含
む
）

◆
登
録
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
は
生

涯
に
一
度
「
登
録
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
未
登
録
の
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。（※

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装

着
し
て
い
る
場
合
で
も
登
録
は
必
要

で
す
。）

登
録
受
付
場
所

〇
本
庁
環
境
管
理
課

〇
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

〇
は
っ
と
り
動
物
病
院

〇
お
わ
せ
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※

住
所
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
本
庁
環
境

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

新
規
登
録　
　
　
　

  

３
，
０
０
０
円

鑑
札
再
交
付　
　
　

  

１
，
６
０
０
円

犬
の
転
入　

無
料（
登
録
済
み
の
場
合
）

届
出
内
容
変
更　
　
　
　
　
　

  

無
料

◆
守
り
ま
し
ょ
う
！
飼
い
主
の
マ

ナ
ー

【
適
切
な
し
つ
け
を
】
か
み
癖
、
無
駄

ぼ
え
な
ど
の
問
題
行
動
は
、
飼
い
主

の
責
任
に
な
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
愛
情
を
も
っ

て
し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
フ
ン
の
始
末
は
確
実
に
】
飼
い
主
の

敷
地
外
で
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
必

ず
回
収
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

【
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
】
犬
を
散
歩

さ
せ
る
と
き
は
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

で
つ
な
ぎ
、
制
御
の
で
き
る
方
が
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の
敷

地
内
や
室
内
な
ど
は
例
外
で
す
が
、

人
に
危
害
や
迷
惑
を
か
け
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
所
で
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を
】
望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け

ら
れ
る
ほ
か
、
一
部
の
病
気
や
問
題

行
動
の
予
防
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を
】
万
が
一
飼

い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
署
、
本
庁
環

境
管
理
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
登

録
時
に
お
渡
し
す
る
鑑
札
を
首
輪
に

つ
け
て
お
く
と
、
見
つ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

尾
鷲
警
察
署　

℡（
25
）
０
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

町からのおしらせ　～ Information ～

狂
犬
病
予
防
注
射

と
犬
の
正
し
い

飼
い
方
に
つ
い
て

【【 

海
山
地
区

海
山
地
区 

】
５
月
10
日
（
水
）

【 

紀
伊
長
島
地
区

紀
伊
長
島
地
区 

】
５
月
11
日
（
木
）

9:00

9:30

9:50

10:00

10:20

10:30

10:50

11:00

11:15

11:25

11:40

11:55

12:10

12:30

9:00

9:15

9:25

9:40

9:50

10:10

10:25

10:40

10:50

11:20

11:35

11:55

13:30

13:45

13:55

14:20

9:15

9:45

9:55

10:15

10:25

10:40

10:55

11:10

11:20

11:30

11:50

12:05

12:25

12:35

9:10

9:20

9:35

9:45

10:00

10:20

10:35

10:45

11:15

11:30

11:45

12:10

13:35

13:50

14:10

14:35

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

海山体育館

島勝漁村センター

白浦集会所

矢口浦集会所

長浜集会所

引本会館

汐見集会所

コミュニティセンター相賀

小山浦集会所

便ノ山多目的集会施設

船津集会所

新田多目的集会施設

上里集会所

馬瀬多目的集会施設

三浦会館

道瀬集会所

自然休養村管理センター（古里）

コミュニティセンター海野会館

中ノ島会館

長島多目的会館

呼崎集会所

片上 2区集会所

東長島公民館

山本集会所

田山集会所

出垣内集会所

此ヶ野集会所

大原集会所

中桐会館

志子奥集会所

令和 5年度

狂犬病予防注射実施日程表 必
ず
受
け
て
！

狂
犬
病
予
防
注
射
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東
紀
州
環
境
施
設
組
合
は
、
令
和

３
年
10
月
に
東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
に

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま

し
た
。
委
員
会
に
よ
る
６
回
の
審
議

を
経
て
、
令
和
５
年
２
月
に
答
申
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
基

に
、
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
と
し
て

の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
基
本
計
画
の
内
容

建
設
予
定
地　

尾
鷲
市
営
野
球
場
（
尾

鷲
市
矢
浜
真
砂
地
内
）

稼
働
開
始
予
定　

令
和
10
年
４
月

処
理
対
象
物
可
燃
ご
み
、
可
燃
性
粗

大
ご
み
、
し
尿
処
理
汚
泥
な
ど

１
日
あ
た
り
の
処
理
能
力

64
ｔ（
焼
却
炉
１
炉
あ
た
り
32
ｔ×

２

炉
）

処
理
方
式　

全
連
続
焼
却
方
式
（
ス

ト
ー
カ
式
）

※

24
時
間
連
続
で
運
転
し
て
、
ご
み

を
火
格
子
（
ス
ト
ー
カ
）
の
上
で
移

動
さ
せ
な
が
ら
燃
や
し
ま
す
。

排
水　

排
水
ク
ロ
ー
ズ
ド
方
式

※

施
設
内
で
発
生
す
る
排
水
は
処
理

を
し
て
プ
ラ
ン
ト
設
備
な
ど
で
再
利

用
し
ま
す
。
場
外
へ
流
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

事
業
方
式

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（D

esign
 

B
u
ild
 O
p
erate

）

※

公
設
民
営
の
事
業
方
式
で
、
設
計
・

建
設
・
運
営
維
持
管
理
業
務
を
一
括

し
て
行
い
ま
す
。
事
業
者
が
持
っ
て

い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
発
揮
し
、

運
営
維
持
管
理
面
か
ら
見
た
設
計
・

建
設
を
行
う
こ
と
で
事
業
の
包
括
的

な
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

近
年
、
採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。

※

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備

基
本
計
画
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
紀
州
環
境
施
設
組
合

℡（
49
）
０
０
８
０

　

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
脳

ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、「
認
知
症
」
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
動

脈
硬
化
」
や
自
覚
症
状
の
な
い
「
脳

梗
塞
」
の
発
見
、
ま
た
、「
脳
卒
中
」

や
「
く
も
膜
下
出
血
」
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
認
知
症
」
は
早
期
治

療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
程
度
を
軽

く
し
た
り
、
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

募
集
対
象

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
お
り
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方

①
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
（
令
和

５
年
10
月
31
日
現
在
）

②
過
年
度
分
保
険
料
に
滞
納
が
な
い

世
帯
の
方

③
令
和
３
年
度
お
よ
び
令
和
４
年
度

に
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
診
し
て
い
な

い
方

※

体
内
に
電
子
電
気
部
品
を
装
着
さ

れ
て
い
る
方
や
安
全
の
確
認
が
で
き

な
い
体
内
金
属
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
期
間

７
月
３
日
（
月
）
〜
10
月
31
日
（
火
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

募
集
定
員　

各
月
20
名　

計
80
名

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※

結
果
は
６
月
初
旬
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

下
記
の
応
募
は
が
き
記
入
例
を
参

考
に
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
送
付
、
ま
た
は
本
庁
住
民
課
、
海

山
総
合
支
所
住
民
室
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り

５
月
23
日
（
火
）
役
場
必
着

検
査
内
容

M
R
I
（
頭
部
の
断
面
図
）

M
R
A
（
頭
部
と
頸
部
の
血
液
の
流

れ
）

検
査
機
関

尾
鷲
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金

７
，
２
２
０
円

（
２
４
，
０
６
８
円×

30
％
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

町からのおしらせ　～ Information ～

① 脳ドック希望

② 受診希望月※１：○月

③ 住所

④ 氏名（フリガナ）

⑤ 性別

⑥ 生年月日

⑦ 電話番号

⑧ 国保被保険者証記号番号

⑨ 尾鷲総合病院診察券番号※２

（
お
も
て
）

（
う
ら
）

※2  尾鷲総合病院の診察券をお持ちの方のみ記入
※1  受診希望月は 7月から10月までのいずれかを記入

紀北町役場住民課
国保・年金係　行

紀北町東長島
769番地1

〒519-3292

令
和
５
年
度
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て

け
い
ぶ

応
募
は
が
き
記
入
例

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
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▷対象経費
　住宅のガラス飛散防止のためのガラスフィルムの購入、
　設置などの費用について
▷対象
　町内に住所を有する方で次のいずれかに該当する世帯
　〇満 65 歳以上の方のみの世帯
　〇要介護３、４、５の認定を受けている方と同一の世帯
　〇身体障害者手帳１級、２級、３級の交付を受けている
　　方と同一の世帯
　〇療育手帳Ａの交付を受けている方と同一の世帯
　〇精神障害者保健福祉手帳１級の手帳の交付を受けてい
　　る方と同一の世帯

▷補助額
ガラスフィルムの購入および設置に係る経費の2分の1
　（100円未満切り捨て）上限 2万円
▷必要書類
　○ガラス飛散防止フィルムの購入および設置などに係る
　　領収書の写し
　〇補助対象者の氏名・住所および生年月日が分かる身分
　　証明書の写し
　〇補助対象者の通帳の写し
　〇補助対象機器の設置完了が確認できる写真
　〇その他町長が必要と認める書類
　〇対象に応じて確認できる書類

　町民の防災力向上を目的とし、地震などによるガラス飛散を防止するためのガラスフィルムなどを購入する費用の一部
を補助する事業を 5 月 1日（月）から開始します。

紀北町ガラス飛散防止対策事業費
補助金交付事業について

紀北町特殊詐欺等被害防止
機器購入補助金交付事業について

▷対象機器
　自動応答録音機能を有する特殊詐欺被害防止対策の電話
　機または固定電話機に外部接続可能な機器
　※5月 1日（月）以後に購入した機器が対象
▷対象
　次の全てを満たす方
　○紀北町に住民登録がある方
　〇申請時に、満 65歳以上の方
　〇補助対象機器を購入し、自動応答録音などの特殊詐欺
　　被害防止対策を適切に設定し、利用していること
　〇補助対象者本人が、町税などを滞納していないこと

▷補助額
購入費などの2分の1（100円未満切り捨て）上限1万円
▷必要書類
　○購入した機器および設置に係る費用などが確認できる
　　領収書などの写し
　〇購入した補助対象機器の取扱説明書などの写し
　〇補助対象者の氏名・住所および生年月日が分かる身分
　　証明書の写し
　〇補助対象者の通帳の写し
　〇補助対象機器の設置完了が確認できる写真
　〇同意書
　〇その他町長が必要と認める書類

　三重県内での電話による特殊詐欺被害者の約8 割が65歳以上の高齢者の方です。町ではこのような被害を未然に防ぐた
めに特殊詐欺被害防止機能を有する電話機などを購入し設置した場合、購入費などの一部を補助する事業を 5 月1日（月）
から開始します。

申請方法　　本庁危機管理課または海山総合支所総務室で交付される（ホームページでもダウンロードできます。）
　　　　　　申請書兼請求書に必要事項を記入いただき、必要書類を添えて申請してください。
問い合わせ　本庁危機管理課　℡（46）3114　海山総合支所総務室　℡（32）3901

危機管理課からのおしらせ
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▷職種および採用予定人員

　山林所有調査事務補助員　１名（月額）

▷応募資格および要件

　〇地方公務員法第 16 条（欠格条項）に該当しない方

　○町内に居住している方または居住できる方

　○基礎的なパソコン操作（ワード・エクセルなど）がで

　　きる方

　〇普通自動車運転免許を所有している方

▷応募期間

5 月 1 日（月）～ 15 日（月）※土・日曜日、祝日を除く

　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

▷試験日時

5 月 23 日（火）午前 9時 30 分～

▷会場　紀北町役場 2階 201会議室

▷試験内容　面接

▷提出書類（各１通）

　①申込書兼履歴書

　②普通自動車運転免許証の写し

　※①の様式は本庁農林水産課および海山総合支所産業建

　　設室で交付します。

※業務内容など詳しくは、本庁農林水産課および海山総合

　支所産業建設室で交付する募集要項などをご覧ください。

紀北町会計年度任用職員募集
（6月１日採用予定）募集

紀北町行政報告会を開催します開催

▷内容

　令和 5年度事務事業内容説明および意見交換

▷日時および場所

第１回　5月 12 日（金）午後 7時～

　　　　　生涯学習センター 2階ホール（相賀）

第２回　5 月 15 日（月）午後 7時～

　　　　　上里集会所（上里）

第３回　5月 19 日（金）午後 7時～

　　　　　東長島公民館２階会議室（東長島）

第４回　5月 25 日（木）午後 7時～

　　　　　若者センター２階会議室（島原）

▷出席予定者

　町長、副町長、教育長および各関係課長

▷入場要件

　町内４会場で開催しますが、開催地区による入場制限は

　設けませんので、どの会場でも入場自由です。

問い合わせ・書類提出先　本庁農林水産課　℡（46）3116

問い合わせ　本庁企画課　℡（46）3113

　令和5年度の年度当初にあたり、町が実施する主な事務事業内容を町民の皆さまに広く情報提供を行い、意見交換の機会を
設けることで、町行政の効果的な推進に資することを目的として、行政報告会を開催します。

有料広告
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【
叙　

勲
】

○
瑞
宝
小
綬
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

湊　

章
治
（
長
島
）

○
瑞
宝
双
光
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

西
村　

専
司
（
三
浦
）

大
和　

享
二
（
上
里
）

【
公
平
委
員
会
関
係
】

○
三
重
県
公
平
委
員
会
連
合
会
長
表

彰
（
三
重
県
公
平
委
員
会
連
合
会
長
）

井
上　

佐
惠
子
（
便
ノ
山
）

【
民
児
協
関
係
】

○
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
厚
生
労
働

大
臣
）

塩
谷　

光
久
（
矢
口
浦
）

○
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰　

定
時

表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
）

東　

早
苗
（
長
島
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰　

永
年
勤
続
（
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
長
）

濵　

源
治
（
東
長
島
）

藤　
　

治
（
河
内
）

佐
々
木　
　

佳
（
小
山
浦
）

濵
田　

親
（
引
本
浦
）

奥
村　

純
男
（
白
浦
）

山
口　

敬
子
（
島
勝
浦
）

東　

賀
代
（
東
長
島
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰　

功
労
者
（
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
長
）

塩
谷　

光
久
（
矢
口
浦
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

（
三
重
県
知
事
）

長
井　

み
つ
子
（
長
島
）

水
口　

美
千
代
（
東
長
島
）

森
川　

澄
子
（
相
賀
）

【
保
護
司
関
係
】

○
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
（
全

国
保
護
司
連
盟
理
事
長
）

尾
上　

壽
一
（
相
賀
）

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
表
彰
（
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員

会
委
員
長
）

奥
川　

豊
樹
（
三
浦
）

【
人
権
・
行
政
関
係
】

○ 
感
謝
状
：
人
権
擁
護
委
員
（
津
地

方
法
務
局
長
）

松
永　

三
千
代
（
中
里
）

東　

誠
康
（
長
島
）

○
感
謝
状
：
行
政
相
談
委
員
（
三
重

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

堀　

秀
俊
（
長
島
）

鳥
飼　

絹
代 （
相
賀
）

【
消
防
団
関
係
】

○
永
年
勤
続
功
労
賞
（
消
防
庁
長
官
）

大
西　

亮
禎
（
東
長
島
）

柴
田　

剛
志
（
中
里
）

林　

安
志
（
船
津
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

板
垣　

雅
昭
（
船
津
）

谷　

水
穂
（
島
原
）

平
野　

介
章
（
島
原
）

○
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

植
村　

智
也
（
相
賀
）

沼
﨑　

照
之
（
相
賀
）

東　

隆
生
（
長
島
）

宮
原　

安
司
（
島
原
）

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

清
川　

聖
真　
　

上
里
小
学
校
２
年

水
泳

廣
下　

菜
月　
　

中
京
大
学
２
年

直
江　

篤
樹　

鹿
屋
体
育
大
学
３
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

東　

紅
花

　
　

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
校
２
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

川
端　

柊
羅　
　

相
賀
小
学
校
３
年

堀
口　

星
莉　
　

上
里
小
学
校
４
年

清
川　

心
花　
　

上
里
小
学
校
５
年

清
川　

愛
果　
　

上
里
小
学
校
６
年

藤
田　

淳
希　
　

三
船
中
学
校
２
年

水
泳

鈴
木　

康
太　
　

潮
南
中
学
校
３
年

長
井　

涼
空　
　

尾
鷲
高
校
１
年

廣
下　

汐
音　
　

尾
鷲
高
校
１
年

山
口　

桃
和　
　

尾
鷲
高
校
１
年

直
江　

と
う
子　

尾
鷲
高
校
２
年

東　

周
平　
　
　

尾
鷲
高
校
２
年

平
野　

愛
海　
　

尾
鷲
高
校
２
年

細
川　

陽
生　
　

尾
鷲
高
校
２
年

宮
坂　

圭
太
郎　

尾
鷲
高
校
３
年

関
口　

凌
聖　

愛
知
教
育
大
学
３
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

松
本　

樹
奈

　
　

四
日
市
メ
リ
ノ
ー
ル
学
院
２
年

井
谷　

芭
菜

　
　
　
　
　

四
日
市
商
業
高
校
３
年

加
藤　

乃
莉

　
　
　
　
　

近
江
兄
弟
社
高
校
３
年

近
藤　

ほ
な
み

　
　
　
　
　

近
江
兄
弟
社
高
校
３
年

陸
上

世
古　

櫻
紗　

松
阪
商
業
高
校
１
年

九
嶋　

大
雅　

日
本
体
育
大
学
４
年

サ
ッ
カ
ー

庄
司　

壮
晴　
　

津
工
業
高
校
３
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
の
部
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

M's　

m
a
g
i
c

　
　
　
（
敬
称
略
・
令
和
４
年
度
所
属
）

【
叙　

勲
】

○
瑞
宝
小
綬
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

湊　

章
治
（
長
島
）

○
瑞
宝
双
光
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）

西
村　

専
司
（
三
浦
）

大
和　

享
二
（
上
里
）

【
公
平
委
員
会
関
係
】

○
三
重
県
公
平
委
員
会
連
合
会
長
表

彰
（
三
重
県
公
平
委
員
会
連
合
会
長
）

井
上　

佐
惠
子
（
便
ノ
山
）

【
民
児
協
関
係
】

○
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
厚
生
労
働

大
臣
）

塩
谷　

光
久
（
矢
口
浦
）

○
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰　

定
時

表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
）

東　

早
苗
（
長
島
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰　

永
年
勤
続
（
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
長
）

濵　

源
治
（
東
長
島
）

藤　
　

治
（
河
内
）

佐
々
木　
　

佳
（
小
山
浦
）

濵
田　

親
（
引
本
浦
）

奥
村　

純
男
（
白
浦
）

山
口　

敬
子
（
島
勝
浦
）

東　

賀
代
（
東
長
島
）

○
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰　

功
労
者
（
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
長
）

塩
谷　

光
久
（
矢
口
浦
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

（
三
重
県
知
事
）

長
井　

み
つ
子
（
長
島
）

水
口　

美
千
代
（
東
長
島
）

森
川　

澄
子
（
相
賀
）

【
保
護
司
関
係
】

○
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
（
全

国
保
護
司
連
盟
理
事
長
）

尾
上　

壽
一
（
相
賀
）

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
表
彰
（
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員

会
委
員
長
）

奥
川　

豊
樹
（
三
浦
）

【
人
権
・
行
政
関
係
】

○
感
謝
状
：
人
権
擁
護
委
員
（
津
地

方
法
務
局
長
）

松
永　

三
千
代
（
中
里
）

東　

誠
康
（
長
島
）

○
感
謝
状
：
行
政
相
談
委
員
（
三
重

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

堀　

秀
俊
（
長
島
）

鳥
飼　

絹
代
（
相
賀
）

【
消
防
団
関
係
】

○
永
年
勤
続
功
労
賞
（
消
防
庁
長
官
）

大
西　

亮
禎
（
東
長
島
）

柴
田　

剛
志
（
中
里
）

林　

安
志
（
船
津
）

○
消
防
功
績
章
（
三
重
県
知
事
）

板
垣　

雅
昭
（
船
津
）

谷　

水
穂
（
島
原
）

平
野　

介
章
（
島
原
）

○
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

植
村　

智
也
（
相
賀
）

沼
﨑　

照
之
（
相
賀
）

東　

隆
生
（
長
島
）

宮
原　

安
司
（
島
原
）

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

清
川　

聖
真　
　

上
里
小
学
校
２
年

水
泳

廣
下　

菜
月　
　

中
京
大
学
２
年

直
江　

篤
樹　

鹿
屋
体
育
大
学
３
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

東　

紅
花

　
　

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
校
２
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
の
部
）

空
手
道

川
端　

柊
羅　
　

相
賀
小
学
校
３
年

堀
口　

星
莉　
　

上
里
小
学
校
４
年

清
川　

心
花　
　

上
里
小
学
校
５
年

清
川　

愛
果　
　

上
里
小
学
校
６
年

藤
田　

淳
希　
　

三
船
中
学
校
２
年

水
泳

鈴
木　

康
太　
　

潮
南
中
学
校
３
年

長
井　

涼
空　
　

尾
鷲
高
校
１
年

廣
下　

汐
音　
　

尾
鷲
高
校
１
年

山
口　

桃
和　
　

尾
鷲
高
校
１
年

直
江　

と
う
子　

尾
鷲
高
校
２
年

東　

周
平　
　
　

尾
鷲
高
校
２
年

平
野　

愛
海　
　

尾
鷲
高
校
２
年

細
川　

陽
生　
　

尾
鷲
高
校
２
年

宮
坂　

圭
太
郎　

尾
鷲
高
校
３
年

関
口　

凌
聖　

愛
知
教
育
大
学
３
年

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

松
本　

樹
奈

　
　

四
日
市
メ
リ
ノ
ー
ル
学
院
２
年

井
谷　

芭
菜

　
　
　
　
　

四
日
市
商
業
高
校
３
年

加
藤　

乃
莉

　
　
　
　
　

近
江
兄
弟
社
高
校
３
年

近
藤　

ほ
な
み

　
　
　
　
　

近
江
兄
弟
社
高
校
３
年

陸
上

世
古　

櫻
紗　

松
阪
商
業
高
校
１
年

九
嶋　

大
雅　

日
本
体
育
大
学
４
年

サ
ッ
カ
ー

庄
司　

壮
晴　
　

津
工
業
高
校
３
年

○
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
の
部
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

M's

m
a
g
i
c

　
　
　
（
敬
称
略
・
令
和
４
年
度
所
属
）

町からのおしらせ　～ Information ～
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

歌とお話の集い

　住民の交流拠点「住民憩いの場」を利用したイベント「歌

とお話の集い」の千秋楽ライブが行われ、地元の方が集ま

り楽しいひとときを過ごしました。

3/24　社会福祉協議会海山支所「住民憩いの場」

スポーツ賞表彰式

　令和 4 年度の県大会以上の大会で優秀な成績を収めた

個人や団体への表彰式が行われました。

3/24　役場本庁

卒園式

　令和 4 年度の卒園式が紀伊長島幼稚園で行われました。園児は保育証書を加藤園長から受け取るとうれしそうに保護

者に渡していました。

3/23　紀伊長島幼稚園
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事
務
内
容

　

偶
数
月
に
検
針
用
機
器
を
使
用
し

て
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
事
務
や
検

針
に
伴
う
文
書
配
布
な
ど
の
付
帯
事

務
を
行
う
。

募
集
地
区

海
野
・
古
里
・
道
瀬
地
区

合
計
約
４
０
０
件

応
募
資
格

〇
町
内
在
住
で
令
和
５
年
４
月
１
日

時
点
で
満
18
歳
以
上
の
方

〇
水
道
課
の
指
定
す
る
日
（
偶
数
月

初
旬
）
に
検
針
が
可
能
な
方

※

委
託
契
約
時
に
連
帯
保
証
人
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

委
託
料

検
針
１
件
あ
た
り
90
円
と
、
検
針
地

ま
で
の
最
大
距
離
に
応
じ
て
千
円
〜

３
千
円

委
託
期
間

６
月
１
日
（
木
）
〜
令
和
６
年
３
月

31
日
（
日
）

※

期
間
に
つ
い
て
は
毎
年
更
新
で
す

が
年
齢
が
70
歳
に
到
達
し
た
当
事
業

年
度
末
で
終
了
し
ま
す
。

応
募
期
間

５
月
８
日
（
月
）
〜
22
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

応
募
方
法

　

検
針
事
務
登
録
申
込
書
お
よ
び
履

歴
書
を
本
庁
水
道
課
ま
た
は
海
山
総

合
支
所
水
道
室
に
提
出
。
検
針
事
務

登
録
申
込
書
は
本
庁
水
道
課
お
よ
び

海
山
総
合
支
所
水
道
室
で
配
布
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
水
道
課

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室

℡（
32
）
３
９
０
６

　

１
チ
ー
ム
３
人
で
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
横

断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
！
無
事
故
・

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
の
中

か
ら
抽
選
で
、
特
賞
（
30
万
円
分
ト

ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）
の
ほ
か
多
数
の

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
３
人
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
方
を
２
人
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー

チ
ー
ム
に
は
、
さ
ら
に
抽
選
で
シ
ル

バ
ー
特
別
賞
（
６
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル

ギ
フ
ト
券
）
な
ど
も
当
た
り
ま
す
。

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
本
庁
・
海
山
総
合
支
所
、

各
警
察
署
交
通
課
、
各
地
区
交
通
安

全
協
会
、
各
地
域
活
性
化
局
、
三
重

県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通
安
全

課
な
ど
で
配
布
の
チ
ラ
シ
・
申
込
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
１
人
千
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通

安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

人
家
な
ど
に
対
し
、
倒
木
の
危
険

性
の
あ
る
立
木
に
よ
る
被
害
を
予
防

す
る
た
め
、
事
業
者
な
ど
に
委
託
し

て
行
う
危
険
木
の
伐
採
に
要
す
る
経

費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象

〇
事
業
主
体
お
よ
び
補
助
金
交
付
申

請
者
が
自
治
会
で
あ
る
こ
と

〇
自
治
会
か
ら
町
へ
当
該
危
険
木
伐

採
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と〇
当
該
危
険
木
の
所
有
者
と
そ
の
隣

接
す
る
人
家
な
ど
の
所
有
者
が
同
一

で
な
い
こ
と

〇
伐
採
箇
所
の
地
目
が
山
林
ま
た
は

保
安
林
で
あ
り
、
所
有
者
の
同
意
が

得
ら
れ
る
こ
と

補
助
金
額

補
助
率
：
伐
採
に
要
す
る
経
費
の
10

分
の
９

上
限
額
：
50
万
円
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

　

木
材
需
要
の
拡
大
や
木
材
関
連
産

業
の
事
業
拡
大
お
よ
び
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
内
の
製
材
工
場
で
加
工
し
た
地
域

産
材
（
紀
北
町
お
よ
び
尾
鷲
市
内
で

伐
採
さ
れ
た
木
材
に
限
る
）
を
使
用

し
て
、
新
た
に
町
内
お
よ
び
町
外
（
東

紀
州
エ
リ
ア
を
除
く
）
に
住
宅
を
建

築
し
た
方
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
金
額

町
内　

２
万
円
／
㎥

町
外　

１
・
６
〜
１
・
８
万
円
／
㎥

補
助
上
限
額

50
万
円
／
１
件

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
農
林
水
産
課

℡（
46
）
３
１
１
６

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
事
務
員
募
集

水
道
課

募
集

危
険
木
伐
採
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

紀
北
町
木
造
住
宅

建
築
促
進
事
業

補
助
金
の
お
し
ら
せ

「
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
！
無
事
故
・無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

参
加
者
募
集

三
重
県
環
境
生
活
部

お
し
ら
せ
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実
施
期
間

５
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

運
動
の
重
点

①
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

②
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安

全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

５
月
30
日
（
火
）（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

か
ら
６
月
５
日
（
月
）（
環
境
の
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、『
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』
で
、
全
国
一

斉
に
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
ま
す
の
で
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
不
法
投
棄
を
防
止
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万

円
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
）
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の

１
週
間
は
『
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
週
間
』
で
も
あ
り
ま
す
。
３

Ｒ
と
い
わ
れ
る
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生

抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を
実
行
し
、

ご
み
を
減
ら
し
て
資
源
や
物
を
た
い

せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　

三
重
県
が
世
界
に
誇
る
映
画
監
督

小
津
安
二
郎
生
誕
１
２
０
年
を
記
念

し
、
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　

５
月
28
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

開
催
場
所　

東
長
島
公
民
館

上
映
作
品　
『
東
京
物
語
』

入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

彼
岸
花
映
画
祭
実
行
委
員
会
（
仲
村
）

℡
０
９
０
（
２
６
１
９
）
１
２
２
６

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

　

３
月
27
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た

令
和
５
年
第
１
回
紀
北
広
域
連
合
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
制
定
４

議
案
、
条
例
改
正
６
議
案
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
１
議

案
が
可
決
さ
れ
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
な
ど
の
当
初
予
算
４
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

℡（
35
）
０
８
８
８

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
次
の

日
程
で
、
事
業
者
の
方
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

〇
尾
鷲
会
場

日
時　

５
月
11
日
（
木
）

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

《
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
》

５
月
10
日
（
水
）
午
後
３
時
〜
５
時

場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
５
階
大
会
議
室

（
尾
鷲
市
坂
場
西
町
１
番
１
号
）

〇
熊
野
会
場

日
時　

５
月
12
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

《
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
》

５
月
12
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
５
時

場
所

三
重
県
熊
野
庁
舎
５
階
大
会
議
室

（
熊
野
市
井
戸
町
３
７
１
）

〇
各
説
明
会
定
員

30
名
（
要
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡(

22
）
２
２
２
２

（
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択

し
、
職
員
が
出
た
ら
内
線
41
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
。）

全
国
ご
み
不
法
投
棄

監
視
ウ
ィ
ー
ク
と
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
週
間

環
境
管
理
課

生
涯
学
習
課

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

危
機
管
理
課

紀
北
広
域
連
合

議
会
報
告

紀
北
広
域
連
合

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
の
お
し
ら
せ

尾
鷲
税
務
署

小
津
安
二
郎
生
誕
１
２
０

年
記
念
ぐ
る
っ
と
三
重

上
映
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
紀
北

有
料
広
告
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町
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

健
康
の
維
持
・
増
進
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
今
年
度
も
「
ち
ょ
い

減
ら
し
＋
10
３
か
月
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
ち
ょ
っ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
ず
っ
と
健
康
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
自
分
に
合
っ
た
「
食

事
」
と
「
運
動
」
の
目
標
を
コ
ツ
コ

ツ
実
践
し
、
無
理
な
く
気
軽
に
健
康

づ
く
り
を
行
う
も
の
で
、
令
和
４
年

11
月
に
は
「
第
11
回
健
康
寿
命
を
の

ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
で
ス
ポ
ー
ツ

庁
長
官
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

●
ち
ょ
い
減
ら
し+

10
と
は
？

　
「
塩
分
」、「
糖
分
」、「
カ
ロ
リ
ー
」、

「
ア
ル
コ
ー
ル
」
な
ど
を
少
し
減
ら
し

て
、
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を
動

か
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

５
月
１
日
（
月
）〜
７
月
31
日
（
月
）

【
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

11
月
１
日
（
水
）〜
令
和
６
年
１
月
31

日
（
水
）

※
詳
細
は
、「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
！　

30
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た
ら
応
募

で
き
ま
す
。
抽
選
で
各
回
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
名
に
す
て
き
な
記
念
品
が
当

た
り
ま
す
！

●
応
募
者
全
員
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
オ
リ
ジ
ナ
ル

バ
ッ
グ
」
と
「
三
重
と
こ
わ
か
健
康

応
援
カ
ー
ド
」

★【
役
立
つ
情
報
】
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

信
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

﹁
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
３
か
⽉
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂

が
始
ま
り
ま
す
！

ちょい減らし＋10
チャレンジ特設ページ

町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種

令
和
５
年
春
開
始
接
種（
無
料
）が
始

ま
り
ま
す
。

対
象

初
回
接
種
を
完
了
し
た
方
で
、

前
回
接
種
か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
た

次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
５
歳
以
上
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
る
方

③
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
施
設
お
よ

び
障
害
者
施
設
な
ど
の
従
事
者

接
種
期
間

５
月
８
日（
月
）〜
８
月

接
種
回
数　

１
回

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン　

オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン

※

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種

券
に
同
封
の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ

き
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
券
に
つ
い
て

●
65
歳
以
上
の
方
は
、
順
次
送
付
し

ま
す
。
３
回
目
以
降
の
未
利
用
の
接

種
券
を
お
持
ち
の
方
は
そ
ち
ら
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
65
歳
以
上
の
方
以
外
の
対
象
の
方

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
請

ま
た
は
身
分
証
明
書
と
前
回
の
接
種

済
証
を
持
参
の
上
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

紀
北
町
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口　

℡（
49
）
０
８
０
０

プ
ラ
ス・
テ
ン

健康づくりの情報
はこちら



21 広報きほく2023年5月号

けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

５月の健康カレンダー 紀北医師会休日診療当番表

問い合わせ

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族など

お子さまのイベント

● すくすく子育て相談
日時：5 月 17 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：東長島公民館
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測など
持ち物：母子健康手帳

お父さんお母さんのイベント

● 離乳食教室
日時：5 月 24 日（水）午後１時 30 分～ 3 時
場所：東長島公民館
申し込み：5 月 17 日（水）まで
内容：調理実習
持ち物：エプロン、筆記用具

か と う 小 児 科

木・祝
日
日
日

5/4
5/14
5/21
6/4

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

じゃがいもをよく洗って芽を取り除き、皮つきのまま小さめの一口大の大きさに切

る。ソーセージは斜めの薄切りに切っておく。

耐熱皿に１を入れて、【A】を上からかける。
２の上にラップをふんわりと乗せて、電子レンジ（600W）で 4 分加熱し、全体をよく
混ぜて、再びラップをして 2 分加熱する。

3分ほどラップをつけたまま蒸らせば完成！

※お好みで黒こしょうやパセリを振りかけてもOK！

１

２
３

４

作り⽅
じゃがいも（中）…… 2 個

ソーセージ……………2 本

黒こしょう……………少々

【A】

オリーブオイル…大さじ 1

にんにくチューブ……1 ㎝

コンソメキューブ……1 個

※顆粒の場合は小さじ 2

材料（2⼈分）

新じゃがが出回る季節となりました。今回はレンジで手軽に

できる『ジャーマンポテト』のご紹介です。

エネルギー……201kcal　たんぱく質……4.1g　脂質 ……10.5g
炭水化物 ……22.7g　塩分 ……1.4g

ジャーマンポテト

　じゃがいもには、ビタミン C やカリウムが多く、ヨーロッパ

では「大地のりんご」と呼ばれています。ビタミンＣは免疫力

を高め、抗酸化作用や美肌効果などがあり、じゃがいも１個で

１日の必要量の半分のビタミンＣを補うことができます。

point !
加熱後、ラップを付けたまま蒸らすとホ
クホクに仕上がります。

!
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5 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「茜唄（上・下）」/今村翔吾
「保育士よちよち日記」/大原綾希子
「毎日おにぎり３６５日」/日々おにぎり ゆこ

■児童図書
「鬼滅の刃ノベライズ～最終決戦と禰豆子の目覚め編～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / 吾峠呼世晴
「小学生でも安心！『海釣り』と『魚料理』きほん
BOOK」/山口充
「ぼくはいったい どこにいるんだ」/ヨシタケシンスケ

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「朝星夜星」/朝井まかて
「ホテルクラシカル猫番館 横浜山手のパン職人 7」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /小湊悠貴
「好きになってしまいました。」/三浦しをん
■児童図書
「兵隊さんに愛されたヒョウのハチ」/祓川学
「だじゃれむかしむかし」/長谷川義史

「魔女と過ごした七日間」
東野圭吾

A Iによる監視システムが強化された日
本。指名手配犯捜しのスペシャリスト
だった元刑事が殺された。「あたしなり
に推理する。その気があるなら、ついて
きて」不思議な女性・円華に導かれ、父
を亡くした少年の冒険が始まる。

「おくちのたいそう あいうえお」
木坂涼

お口の体操、始めましょう！口を大き
くあけて、リラックス。最初はゆっく
り気をつけて。次はちょっと早口で。
その次はもっと早口で！もしもちょっ
と疲れたら、右のページで遊びましょ
う。「あ」のつくもの、な～んだ？あ
てっこしたら、最後のページで答え合
わせ！ 1 歳から100 歳まで、幅広い年
齢層が楽しめるユニークな絵本。

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時 ※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

「よみきかせの会」や
イベント情報は

紀北町生涯学習センターの
ホームページから
ご覧ください。

※ホームページはQRコードから

　海山図書室では、牧野富太郎の本や、植物に関

する本を展示しています。愛する植物のために、

いちずに情熱的に突き進んだ植物学者・牧野富太

郎は、現在放送中の NHK 連続テレビ小説『らん

まん』のモデルになったことで、最近また注目さ

れています。新緑が美しいこの季節、この機会に

花や緑に触れて楽しんでみませんか。図鑑や育て

方の実用書、写真集など、いろいろな楽しみ方が

できる本を集めました。ぜひご覧ください。
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戸籍の窓
【令和5年 3月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
５
年
３
月
1
日
〜
31
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

三　

浦　

東　
　

完
一　
　
　

東
長
島　

東　
　

朋
美　
　
　

引
本
浦　

奥
村　

幸
史　
　
　

二
万
円

上　

里　

北
村　

藤
生　
　
　

五
万
円

三　

浦　

東　
　

完
一　
　
　

東
長
島　

東　
　

朋
美　
　
　

引
本
浦　

奥
村　

幸
史　
　
　

二
万
円

上　

里　

北
村　

藤
生　
　
　

五
万
円

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

保
護
者

東
長
島　

東　
　

志
歩　

靖

長　

島　

橋
倉
旺
志
朗　

政
弘

船　

津　

小
川　

陽
琉　

純
平

引
本
浦　

穐
近　
　

幸　

晃

上　

里　

垣
内　

芭
月　

翼

相　

賀　

世
古　
　

光　

健
太
郎

住　

所　

氏　

名　
　
　
（
年
齢
）

長　

島　

鼎　
　

康
雄　
（
98
歳
）

東
長
島　

髙
村
久
仁
子

（
75
歳
）

道　

瀬　
　

谷　
　
　

（
89
歳
）

島　

原　

鈴
木
美
佐
子

（
91
歳
）

長　

島　

坊　

ゑ
み
子

（
75
歳
）

海　

野　

井
谷　

定
文

（
76
歳
）

三　

浦　

西
村　
　

孝

（
84
歳
）

長　

島　

橋　
　

昭
子

（
88
歳
）

古　

里　

大
西
ト
シ
子

（
97
歳
）

東
長
島　

中
村　

雍
子

（
78
歳
）

東
長
島　

小
中　

宣
明

（
81
歳
）

東
長
島　

森　
　

可
孝

（
66
歳
）

長　

島　

東　
　

利
雄

（
92
歳
）

矢
口
浦　

奥
村　

か　

（
101
歳
）

中　

里　

中
村　

正
志

（
88
歳
）

中　

里　

疇
地　

富
子

（
90
歳
）

相　

賀　

上
村
ま
す
み

（
74
歳
）

相　

賀　

山
口　
　

弘

（
84
歳
）

引
本
浦　

濵
田　

久
子

（
95
歳
）

中　

里　

上
田
あ
き
ゑ

（
88
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

　平日、役場開庁時間内の来庁が難しい方への
対応として、マイナンバーカード申請などの時
間外の事務を実施します。
● 夜間窓口（午後 5時 15 分～7時）
5 月 17 日（水）本庁住民課
5月 24 日（水）海山総合支所住民室
● 休日窓口（午前 9時～正午）
5 月 14 日（日）海山総合支所住民室
5月 28 日（日）本庁住民課
※必ずお電話でご予約をお願いします。
※申請時に本人確認書類などが必要です。
【問い合わせ】
本庁住民課　℡46-3117
海山総合支所住民室　℡32-3902

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

5月
17日（水）

無料法律相談（予約制）

夜間、休日マイナンバーカード
申請・交付などの窓口（予約制）

三
万
円
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4
月
1
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現
在
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外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
14,350

人
　
■
世
帯
数
：
7,759

世
帯

■
男
：
6,752

人
　
　

女
：
7,598

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

種まき権兵衛の里と始神峠の頂上から撮影した桜の写真をご

紹介します。花と緑と水のコントラストがとてもきれいで、春

の訪れを実感しました。

桒山　楓葵くん

令和 4年5月 12 日生まれ

＜河内＞佑二・愛子さん

北村　奏乃ちゃん

令和 4年5月 4日生まれ

＜東長島＞貴大・礼奈さん

かの ふうあ

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日ま
でに本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。
　右の QR コードからも申し込みできます。

濵田　大琥くん

令和 4年5月 30 日生まれ

＜船津＞佳英・淳子さん

たいが

かのちゃん♡これからもニコニコの笑顔
でみんなを癒してね♡

いつもニコニコふうちゃん
お誕生日おめでとう！！

たくさんの成長を見せてくれてありがと
う。のびのびと健やかに育ってね！
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